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サロンコンサート
〜ヴァイオリンとハープの
　ロマンティックな音楽会〜

　お昼休みのひととき、楽しいミニ・コン
サートです。入場料無料、申込み不要です。
お子様連れでもお気軽にお越しください。
　と　き　3月９日（水）　 午後０時15分～
　　　　　午後１時
　ところ　社会教育センター２階　ホール
　出　演　河村真野（ヴァイオリン）、
　　　　　高田知子（ハープ）
　問合せ　教育委員会事務局生涯学習係　
　　　　　 28・0396

　講師の先生がマットを使った体操を教え

てくれます。当日は、動きやすい服装で来

てください。

　と　き　３月25日（金）

　　　　　午前10時～正午

　ところ　しいの木児童センター

　対　象　小学１年生～４年生

　定　員　25名（定員になり次第締切り）

　持ち物　お茶（水分補給のため）、タオル

　問合せ　しいの木児童センター

　　　　　 39・0114

　ドラムや打楽器をみんなと一緒に演奏し、

リズムアンサンブルを楽しみます。

　と　き　３月30日（水）

　　　　　午後１時30分～午後３時

　ところ　しいの木児童センター

　対　象　小学生

　定　員　30名（定員になり次第締切り）

　問合せ　しいの木児童センター

　　　　　 39・0114
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春休み　児童館イベント情報

体操教室

3/30 ドラムサークル教室

3/19 多文化共生交流会

シアトル文化トーク
　本町で最終組立が行われている、国産初のジェット旅客
機ＭＲＪ。そのアメリカにおける開発拠点がシアトルにお
かれました。
　シアトルは、ボーイング社の工場や４つの空港があるなど、
航空機産業の発展したまちです。
　本町とゆかりの深いシアトルの文化や生活について、シ
アトル出身の国際交流員が、自身の生活や体験談を交えな
がらお届けします。

　と　き　　３月19日（土）
　　　　　　午前10時～午前11時30分
　ところ　　社会教育センター３階　
　　　　　　視聴覚室
　講　師　　愛知県　国際交流員　
　　　　　　ブレイデン・ベナイト氏
　入場料　　無料
　申込方法　電話・ファクス・メール等でお気軽にお申し込
　　　　　　みください。お名前・ご住所・連絡先と参加者
　　　　　　数をお知らせください。申込者多数の場合は、
　　　　　　抽選となります。（締切：３月16日（水））
　申込み・問合せ　総務課企画財政・情報係　
　　　　　　　　　 28・0913　　　29・1177
　メール　　kikaku@town.toyoyama.lg.jp
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